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授業の目的・概要

整形外科学Ⅰに引き続き、理学療法の対象疾患の中心をなす整形外科疾患の診断法や治療法の原則を理解できる
ようになることを目的とする。また、疾患における病態・症状を理解できることで、整形外科疾患における理学
療法との繋がりを自ら想像できるようになることを目的とする。

肩関節① 【峯】

肩関節② 【峯】

頸椎、胸郭 【佐藤】

肘関節・手関節 【山川】

膝関節 【見川】

股関節 【松本】

授業の到達目標

実践を念頭に、できる限り整形外科臨床に則した内容を理解し、整形外科的な常識を身につけることを目標とす
る。

授業計画

内容

外傷総論 【松本】

軟部組織損傷(筋・腱・靭帯損傷) 【見川】

末梢神経損傷 【山川】

骨折・脱臼① 【見川】

神戸総合医療専門学校

科目名 授業形態 担当教員名

整形外科学Ⅱ 講義
藤 信太郎･山川 亮･見川 隆三･松本 直也
石川 正雄･峯 貴文･佐藤 伸明

時間数（単位数） 授業回数 年次 開講時期

30 15 回 2 年次 後期

骨折・脱臼② 【見川】

成績の評価法と基準

種別 割合 評価基準・その他備考

特殊な器具・器材を用いた手術法について①　【藤】

特殊な器具・器材を用いた手術法について②　【藤】

胸椎、腰椎 【佐藤】

足関節と足 【石川】

定期試験 100%

教科書

レポート

小テスト

自由記載

参考文献

書名 著者・編集者名 出版社名

備考

講義14･15については医療機器メーカーご協力いただき実施する。

自由記載

標準整形外科学　第14版 松野丈夫・中村利孝　総編 医学書院

書名 著者・編集者名 出版社名

平常点

その他

自由記載


